
大型魚礁設置事業事前調査

(大社町地区，西郷町地区，美保関町地区）

高橋伊武

はじめに

大型魚礁の設置に先立ち，設置予定海域周辺の物理的・生物的環境条件を調査し，最適設置場所

並びに最適魚礁構造，配置を検討する基礎資料を得る。

調査海域

調査した魚礁設置予定海域は図ｌに

示したように，島根県の東部・島根半

島の西端に位置する大社町宇竜沖合，

東端の美保関町沖合・美保湾そして隠

岐島の島後・西郷町沖合の３ケ所である。

大社町地区の調査海域は図２に示し

たように大社町宇竜沖合，水深80～９０

ｍの海域で，魚礁沈設予定地はケタ掛

鼻ＴＢ'9342.,1.86マイルの点である。

美保関町地区の美保湾は鳥取県との

入会漁場である。予定地は湾中央部で

地蔵崎燈台よりＴＢ’3143°３０’4500ｍ

地点で図３に示した。

西郷町地区は図４に示すように，白

崎登台からＴＢ'９８球,4200ｍの地点で

ある。

翰鈩
ⅡT地ほ

図１各調査海域の概略位置

調査方法

設置予定海域についての既存資料並びに－部実測により海況，流動，海底地形，底質，天然礁お

よび既設人工礁の分布を調査した。また農林水産統計資料より主なる漁獲魚種，漁業実態を調査

し，加えて聞取りで補足した。
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四

図２大社町地区の魚礁設置海域
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図３美保関町地区の魚礁設置海域
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図４西郷町地区の魚礁設置海域

調査結果

1．水温・塩分

美保関町地区

調査海域は島根半島北側を東流

する対馬暖流が分枝し南下する位

置にある。また水深も20～30ｍと

比較的浅く，中海からの低鰔水，

日野川からの陸水の影響を受け，

水温，塩分とも複雑である。平年

の水温変動（図５）は２月の８～

９℃を最低に．その後徐々に昇温

し，９月には25℃以上となる。

一般的に暖流主流とは１～２℃

冬低く，夏高い。水温は気温変化

とほぼ一致するが，３月以降気温

上昇度が大きい。

〕E萱ｆ月篭扣芭二己忌Ｚに荘、〔工碩

眠且■ｍ可児

ＸＸＩＸ１Ｉ ⅡⅢ

図５美保湾の気温・水温変化
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図７隠岐島沿岸域の水温・塩分変化図６本土沿岸域の水温・塩分変化

大社町地区

調査海域は島根県沿岸に沿って北上する対馬暖流の第一分枝の流域にあって，本土沿岸域の一般

的な水温・塩分変化と一致する。水温変動は図６の上段のように11月～４月まで上，下層よく混合

され，殆んど同じになる。５月頃より10祝，５０加，１００，層と徐々に昇温による温度差が現れる。

各層の最高水温は10ｍでは８月に約27℃，３０ｍでは９月に約22.Ｃ，100ｍでは11月に約18℃となり，

一方最低水温は各層とも３月の約13℃である。

塩分変化をふると図６の下段のように日本海一般的性状を示し，即ち表層で７～９月まで大陸淡

水及び梅雨期の陸水などの影響で低下する。５０，層でも若干の影響を受けているのがわかる。

西郷町地区

調査海域の年間水温変化は対馬暖流の影響下にあり，表層，５０，，１００疵の各層の水温は冬期１１

～１２℃を最低に，夏期は表層27℃’50,23℃，100,20℃の最高値を示す（図７）。また塩分の弔問

変動は，表層は大陸河川水及び梅雨期の陸水などの影響を受ける。ただ本土沿岸と若干異なるのは

５０，層の塩分量の低下が幾分少ないことである。

Ｚ流動
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美保関町地区

調査海域は対馬暖流からの南下流が恒常的

に見られ，湾央以西では渦動域を形成してい

る。流速は0.1ノット以下で比校的弱い。その

模式を図８に示した。

.￣

;i襄襄鐸:薑
謎大社町地区

調査海域付近の流動様式は図９に示したよ

うに，沿岸よりは弱い反流が認められる。

また，その流速・流向頻度を図10に現オフし

た。春から夏にかけては0.1～1.0ノット程腱

のＮＥ流が卓越するが，夏頃より秋にかけて

ＳＷの流れもみられるようになる。

‘
－－
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亀
西郷町地区

隠岐島の島後附近の流況は図11のに示した

ように暖流が島前の島に直接あたり複雑な流

鼬

図８美保湾の流況模式図

r1

L」

図９宇竜沖合の流況
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図１０宇竜沖合の測得流の流速・流向分布
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図１１隠岐島（島後）沿岸域の流況

れとなっている。主流の一部が屈折し南下流となって島後の島を北部から包むが，

海嶺（約80ｍ）を乗り越え東進した流れと交叉し渦動域を形成している。主軸は
れ，沿岸域は0.3～0.5ノット程度である.

包むが，島の南側は隠岐

主軸は１ノット前後の流

3．海底地形と底質
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図１２美保湾の底質
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図１３宇竜沖合の底質
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図１４西郷町沖合の底質

美保関町地区

魚礁設置予定地は図３の等深線図と図１２の底質図に示したように，水深25～30ｍの天然礁「シゲ

グリ」の東側で，底質が砂である。さらに東側1,200ｍのところには鳥取県の「人工礁漁場」が造

成されている。このシゲグリ周辺はエビ類，ヒラメ，カニ類の好漁場で，鳥取・島根両県の刺綱，

桁曳網漁業の米櫃となっている。

大社町地区

宇竜沖合の等深線図を図２，底質を図13に現わした。予定地点は水深80～90ｍにあって，海底の

傾斜は比較的なだらかで，底質は砂泥（ＭＳ）域である。近くには天然礁，人工礁がなく西側沿岸

よりに並型魚礁群，さらに好漁場であるトモ島漁場の岩礁域と連なっている。東側は大型人工礁群

さらに天然礁群が横たわっている。

西郷町地区

魚礁設置海域の等深線図を図４，底質を図14に示した。予定地点は水深120～130ｍと比較的深く，

底質は砂泥である。北西，北東に各々600ｍのところに天然礁があり，それに連なる海底の壁が北

東に延び，所々で天然礁となっている。キツネメパル，ウスメバル，クロソイなどの底棲魚にとっ

て好漁場となる条件を持っている。
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４．漁業実態

美保関町地区

美保湾で主として漁業を営んでいる漁協・美保関町漁協，福浦漁協について最近５年間の主な魚

種（イワシ類，サパ類を除いた）の漁独量を表１に示した。アジ類，ブリ類，スルメイカは全て沖

合の日本海で獲られ、湾内ではヒラメ，カレイ類，タイ類。特にエビ類，カニ類が他地区と比較し

て非常に多い。エビ類についてみるとクルマエビ・ヨシエビが主で，カニ類ではタイワンガザミ，

カザミが中心となっている。ただ他地区でのカニ類はズワイ・ベニズワイガニが殆んどである。

この地|xでの漁船規模は１～５トン階層が70％を占め沿岸での漁業が中心になっていることがわ

かる。

大社町地区

トモ島漁場をもち，当海域の主漁協である大社町漁協の水揚げ商をみると，小型底曳網300～400

トン（５経営体），小型定置網200～300トン（３経営体），その他釣り200～300トン（約170経営

体），その他刺網200～300トン（約50経営体）となっている。

また表２の魚種別漁獲量をみるとプリ類が第一位，次いでその他魚類，ヒラメ・カレイ類，トビ

ウオ類，その他イカ類，その他この海域ではタイ類５０トン程度生産されている。

西郷町地区

調査海域を含めた一帯はメバル類の好漁場で，釣り，刺網が盛んなところである。この海域を利

用する主要な漁協である西郷漁協の最近５ケ年間の各魚種について漁獲量を表３に示した（イワシ

類，サバ類は除いた）。魚礁性魚種であるアジ類，プリ類，タイ類，その他の魚類，スルメイカ，

その他のイカ類についてみると，アジ類，ブリ類の変動が大きい。メバル類の水揚げが含まれてい

る「その他の魚類」については500～700トン程度水揚げされている。

漁船規模をゑるとｌ～５トン（50％），船外機（20％）とで７割を占め，近海での漁業が中心と

なっている。

表１美保関町地区の主要漁協の魚種別漁猶量（農林統計）
（トン）

＊＊ヒラメ・
識ア〃類プリ類ｶﾚｲ類タイ類鳶の他ポエピ類カニ類ｽﾙﾒｲｶ芽酔：
5９（年）

5８

５７

５６

５５

０
５
７
３
９

９
３
７
４
３

３
１

Ⅳ
泌
別
甜
沁

２
３
１
１
３

師
妬
、
兜
劉

１
１

６
９
４
９
３

２
１
２
３
２

460

473

274

566

406

137

６１

６１

５７

７２

1,641

1,786

1,168

９７８

７４７

192

162

207

144

181

１
９
８
５
７

８
０
３
７
７

１

＊美保関漁協のみ
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表２大社町漁協の魚種別漁獲塾

島根県農林統計（トン）

年まぐ瓢↓わ…じ薊さば麺ふり麺:Wfi<Ｉ:！'…'』誓う鷹ぃjmiu麺と驚稔:の､１$'１K愚協i《PHI曙{:霊
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８
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９
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２
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２
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０
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表３西郷町地区の主要漁協の魚種別漁痩量（農林統計） （トン）

西郷ア，類ブリ類駝稔タイ類ii;の他：カニ類スルメイカ`Ｗ11鰯
5９（年）

5８

５７

５６

５５

3,242

８６７

２，１１４

１，１９６

６３１

知
囲
如
駈
酊

１
３

１
１
１
１
１

５
７
７
１
０

１
１
１

718

598

724

711

551

657

977

755

589

646

1,343

998

1,472

1,721

1,141

仙
翠
師
旧
鳴

察考

美保関町地区

（イ）適地判定

魚礁設置予定地点は好漁場の「シゲグリ」の東側で更に1,200,束には鳥取県の「人工礁漁場」

があって回遊性魚類．底性魚類の経路であると推察される。また底質は砂質で，海底流速も小さい

ものと考えられるので構造物の埋没はないだろう。

（ロ）事業実施にあたっての留意すべき事項

対象魚種はタイ類，ヒラメ類を主に，エビ，カニ類など考えているので，網曳操業が可能な構造

物が要望される。また「シゲグリ」（礁高約７ｍ）の漁場拡大を目的とするので，４～５ｍの高さ

が`必要である。従って，４～５ｍの組立礁を中心に１～２ｍの網通しの良いブロックで囲む魚礁群

を数ケ所配殻する（図15）。

大社町地区

魚礁設置予定海域の漁場造成購想を図16に示したが，魚類の通り道を３通り想定した。造成地点

は図からも解るように平坦な砂泥地帯で魚類の立ち寄る天然礁，人工礁がない。従って現在の予定

地点に魚礁等の構造物を識侭するならば，好漁場となることは容易に推察される。

また底質が砂泥であって，流速が比較的小さく構造物の洗堀の心配は少ないと思われる。
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図１５美保関町地区の魚礁設置構想
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事業実施に当っては当地区の対象魚種がタイ，ヒラメ，メバル等比較的底層性魚種であるので低

い礁を広く散在させる型が有効と考えられる。

西郷町地区

（イ）適地判定

予定海域は天然礁，それに連なる海底の壁が沖合に突き出ているところで，有用魚種がこの壁に

そって特にメバル等の根付魚の移動径路になっている。従って魚礁沈設予定地点は周辺の状況より

将来好漁場となるものと推定される。また底質も砂泥となっていて構造物の埋没の恐れはないと思

うので，適地とした（図17）。

（ﾛ）事業実施に当って留意すべき事項

対象魚の主たるものは底棲魚のメバル類（キツネメパル，ウスメパル，ソイ）であるため，

６ｍの高い礁を適当に配置し，その周辺をコンクリートブロック（１～２，角）でとりかこむ。

た出来るだけ複雑な構造物が良いと考えられる。少なくとも造成面祇400×400ｍ程度要望される。
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図１７西郷町地区の魚礁設置構想
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